








研究目的 

新生児の血液凝固・線溶系の動態は,胎生期の名残りである胎盤由来の組織トロンボプラス

チンに加うるに,新生児肝の未熟性などが錯綜して,特異な様相を呈し,しかもその変化は

急激にあらわれる。 

かような周産期の変化のなかで,凝固の源である接触因子(Hageman factor 及び第 XI 因子)

をはじめとするキニン系の動態に関する報告はきわめて少なく,なかんづく胎児切迫仮死,

新生児仮死との関連は解明されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


